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る
み
の
駅
伝
の
姿
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

　
開
会
式
で
は
町
内
在
住
の

ク
ラ
シ
カ
ル
ク
ロ
ス
オ
ー
バ

ー
歌
手Yu

ユc

ッc

カa

さ
ん
に
よ

る
歌
劇
「
魔
笛
」
の
「
夜
の

女
王
の
ア
リ
ア
」
か
ら
ア
レ

ン
ジ
さ
れ
た
の
び
や
か
な
歌

や
キ
ッ
ズ
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
「
リ
ノ
ケ
イ
キ

ー
ズ
」
の
小
学
生
48
人
の
応

援
が
華
を
添
え
た
。

　
レ
ー
ス
は
小
学
生
と
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
部
、
一
般
と
中
学

生
の
部
の
2
部
門
7
種
目
に

分
か
れ
、
一
色
小
学
校
を
発

着
点
と
し
た
約
２
㎞
の
周
回

コ
ー
ス
で
競
わ
れ
、
沿
道
に

は
家
族
や
仲
間
を
応
援
す
る

観
客
の
声
援
が
響
い
た
。

　
表
彰
は
６
位
以
上
、
各
種

目
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
通

り
。
小
学
生
総
合
「
一
色
チ

ー
タ
ー
ズ
」（
37
分
54
秒
）、

小
学
生
女
子
「
葉
山
陸
上
ク

ラ
ブ
Ｄ
」（
43
分
28
秒
）、
フ

ァ
ミ
リ
ー
「
葉
山
陸
上
ク

ラ
ブ
Ｅ
」（
39
分
24
秒
）、
一

般
総
合
「
風
の
子
ス
ヌ
ー
ピ

ー
」（
37
分
25
秒
）、
一
般
女

子
「
仙
元
山
女
子
」（
48
分

13
秒
）、
中
学
総
合
「
久
木

中
Ａ
」（
37
分
52
秒
）、
中
学

女
子
「Connect

」（
45
分

24
秒
）。

　
一
般
総
合
の
種
目
で
優
勝

し
町
長
賞
を
獲
得
し
た
「
風

の
子
ス
ヌ
ー
ピ
ー
」
の
１
区

走
者
川
村
駿
吾
さ
ん
（
33
）

は
青
山
学
院
大
で
箱
根
駅
伝

の
出
場
経
験
を
持
つ
が
「
葉

山
駅
伝
で
の
優
勝
は
初
め

て
。
ど
ん
な
大
会
で
も
1
位

を
取
り
続
け
る
こ
と
は
難
し

い
」
と
感
慨
を
深
め
た
。

　
次
回
大
会
へ
向
け
て
中
川

六
郎
実
行
委
員
長
（
77
）
は

「
40
回
の
節
目
に
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
サ

プ
ラ
イ
ズ
を
考
え
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。
　
　
　（
Ｋ
）

鎌
倉
ス
ク
ー
ル
コ
ラ
ボ
フ
ァ
ン
ド
の
活
用
で

「
湘
南
の
宝
石
」
２
月
ま
で

　
未
来
を
拓
く
子
ど
も
た
ち

の
育
成
を
目
的
に
、
大
学
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携
で
魅

力
的
な
人
材
や
最
新
テ
ク
ノ

取
り
組
み
は
２
０
２
１
年
度

か
ら
開
始
さ
れ
、
外
部
か
ら

の
講
師
を
招
い
た
多
彩
な
テ

ー
マ
で
子
ど
も
た
ち
と
学
校

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
実
践
的

な
学
習
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
今
年
度
は
14
校
、
17
件

の
実
施
が
あ
る
。

鎌
倉
市
立
西
鎌
倉
小
学

校
で
は
、
３
年
生
４
ク
ラ
ス

１
１
０
人
が
３
〜
４
人
の
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
自
分
た
ち
で

考
え
た
テ
ー
マ
で
制
作
に
取

り
組
む
「
手
書
き
地
図
づ
く

り
」
に
挑
戦
。
　

昨
年
12
月
13
日
、
手
書

き
地
図
推
進
委
員
会
の
赤
津

　
二
階
堂
を
巡
回
す
る
乗
り
合
い
車

　
日
本
の
在
来
工
法
で
建
て
ら

れ
た
家
は
、
基
本
的
に
経
年
で

建
て
替
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
数
百
年
持
つ
様
な
材
料
と

作
り
方
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
何
も
せ
ず
に
数
百
年
持
つ

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
子

は
毎
年
・
畳
は
４
〜
５
年
で
裏

返
し
て
10
年
位
で
表
替
え
を
し

ま
す
。
畳
床
は
数
10
年
使
え
ま

す
。
柱
や
梁
は
雨
漏
れ
や
漏

水
・
シ
ロ
ア
リ
に
食
わ
れ
な
け

れ
ば
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。
さ

て
屋
根
で
す
が
、
上
等
な
瓦
は

50
〜
60
年
位
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。
銅
板
も
か
な
り
長
持
ち
し

ま
す
が
、
酸
性
雨
や
、
砂
が
飛

ん
で
く
る
様
な
海
辺
で
は
持
ち

が
悪
く
な
り
ま
す
。
よ
く
使
わ

れ
て
い
る
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト
で
す

が
、材
料
の
性
質
上
割
れ
ま
す
。

飛
来
物
で
割
れ
た
り
、
人
が
乗

る
と
割
れ
た
り
し
ま
す
。
新
し

い
材
料
の
場
合
は
弾
力
性
も
あ

り
、
屋
根
屋
さ
ん
も
下
地
の

し
っ
か
り
し
た
と
こ
ろ
を
歩
く

の
で
割
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で

す
が
、
冬
の
寒
さ
か
ら
夏
の
暑

さ
迄
70
〜
80
度
の
温
度
差
を
20

〜
30
年
受
け
続
け
る
と
材
料
の

硬
さ
も
増
し
て
割
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。
カ
バ
ー
工
法
と
い
っ

て
今
の
屋
根
の
上
に
そ
の
ま
ま

屋
根
を
か
け
る
こ
と
を
宣
伝
し

て
い
ま
す
が
、
勧
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
屋
根
の
命
は
仕
上
げ
材
で

は
な
く
、
下
葺
き
材
で
決
ま
る

か
ら
で
す
。
雨
水
は
仕
上
げ
材

で
受
け
ま
す
が
、
漏
れ
た
雨
水

は
下
葺
き
材
が
受
け
て
雨
漏
れ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
ガ
ー
ド
し

て
い
る
の
で
す
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３
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０
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６
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屋
根
の
こ
と
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直
紀
さ
ん
（
48
）
に
自
分
た

ち
だ
け
に
し
か
作
れ
な
い
ユ

ニ
ー
ク
な
地
図
づ
く
り
の
極

意
を
学
ん
だ
＝
写
真
。

「
手
書
き
地
図
」
の
魅
力

は
「
地
域
愛
」。
縮
尺
や
正

確
さ
は
二
の
次
で
自
分
が
好

き
な
も
の
や
面
白
い
と
思
っ

た
こ
と
を
大
き
く
表
現
す
る

こ
と
が
特
徴
。
誰
に
見
て
も

ら
い
た
い
か
、
何
を
感
じ
た

か
、
そ
こ
で
ど
ん
な
こ
と
を

体
験
し
た
か
、
子
ど
も
の
目

線
に
寄
り
添
っ
た
赤
津
さ
ん

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
児
童
ら
も

積
極
的
に
反
応
。

「
ど
こ
に
行
け
ば
生
き
物

に
出
会
え
る
か
マ
ッ
プ
」「
み

ん
な
が
も
っ
と
や
さ
し
く
な

れ
る
や
さ
し
い
場
所
＆
み
り

ょ
く
マ
ッ
プ
」「
自
分
た
ち

の
家
の
ま
わ
り
に
は
何
が
あ

ロ
ジ
ー
を
鎌

倉
市
立
小
中

学
校
で
の
教

育
活
動
に
活

か
す
「
鎌
倉

ス
ク
ー
ル
コ

ラ
ボ
フ
ァ
ン

ド
」。
ふ
る

さ
と
納
税
の

仕
組
み
を
使

っ
た
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
集

め
た
寄
付
金

を
活
用
す
る

　
　
　

第
3 9
回
葉
山
駅
伝

６
０
０
人
が
タ
ス
キ
つ
な
ぎ
快
走

　
選
手
、
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
応
援
の
観
客
を
含
め

約
２
千
人
を
動
員
す
る
冬
の

葉
山
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
「
第
39
回
葉
山
町
民
駅

伝
大
会
２
０
２
３
」
が
昨
年

12
月
10
日
に
行
わ
れ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
従
来
と

同
規
模
と
な
っ
た
今
年
は

１
１
８
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ

ー
。
約
６
０
０
人
の
選
手
が

１
チ
ー
ム
５
人
で
タ
ス
キ
を

つ
な
い
だ
＝
写
真
。

　「
大
会
に
関
わ
る
す
べ
て

の
人
が
主
役
」
と
い
う
理
念

を
掲
げ
る
葉
山
駅
伝
は
、
町

内
の
企
業
や
団

体
の
協
賛
が
運

営
費
の
半
分
を

支
え
る
ス
タ
イ

ル
が
特
徴
。
地

元
色
豊
か
な
賞

品
も
半
数
以
上

の
チ
ー
ム
に
用

意
さ
れ
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
は
走

路
の
他
に
協
賛

企
業
も
紹
介
す

る
こ
と
で
町
ぐ

る
か
マ
ッ
プ
」
な
ど
子
ど
も

な
ら
で
は
の
視
点
や
感
性
が

光
る
地
図
が
次
々
と
発
表
さ

れ
た
。

「
お
寺
・
神
社
・
歴
史
が

楽
し
く
な
る
マ
ッ
プ
」
を
作

成
中
の
女
児
３
人
組
は
「
お

寺
や
神
社
が
好
き
な
人
に

も
、
魅
力
に
気
づ
い
て
い
な

い
人
に
も
見
て
も
ら
い
た

い
」
と
独
自
の
お
す
す
め
ラ

ン
キ
ン
グ
も
作
成
し
た
。

　
鎌
倉
市
で
は
、
１
月
29
日

ま
で
３
５
０
万
円
を
目
標
額

に
第
４
弾
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
中
。
詳

細
は
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
」
の
サ
イ
ト
へ
。
問
い
合

わ
せ
は
鎌
倉
市
総
務
部
財
政

課
ふ
る
さ
と
寄
付
金
担
当
☎

０
４
６
７
・
61
・
３
８
４
５

　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｋ
）

鎌
倉
・
二
階
堂
で
週
２
回

　
市
民
の
買
い
物
や
通
院
な

ど
の
外
出
支
援
を
目
的
に
、

社
会
福
祉
法
人
き
し
ろ
社
会

事
業
会
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
が
、
昨
年
10
月

か
ら
毎
週
火
曜
日
と
水
曜
日

の
14
時
55
分
か
ら
16
時
15
分

ま
で
、
鎌
倉
宮
を
出
発
点
に

乗
り
合
い
車
を
運
用
し
て
い

る
＝
写
真
。

　
き
し
ろ
社
会
事
業
会
は
、

朝
夕
、
施
設
利
用
者
の
送
迎

を
し
て
い
る
が
、
そ
の
空
き

時
間
を
利
用
し
て
地
域
住
民

の
外
出
支
援
を
し
よ
う
と
始

め
た
も
の
で
、
車
は
９
人
乗

り
の
ハ
イ
エ
ー
ス
。

　
緑
苑
台
、
天
園
、
瑞
泉
寺
、

江
ノ
電
地
区
と
鎌
倉
宮
を
循

環
す
る
。
１
巡
目
が
鎌
倉
宮

発
14
時
55
分
。
２
巡
目
が
15

時
45
分
発
。
所
要
時
間
は
30

分
ほ
ど
で
、
10
カ

所
の
乗
降
場
所
に

ポ
ー
ル
が
置
か
れ

て
い
る
。
利
用
者

は
区
間
内
を
自
由

に
乗
り
降
り
で
き

る
。
予
約
不
要
で

料
金
は
無
料
。

　
地
域
の
自
治

会
「
二
階
堂
親
和

会（
永
井
隆
会
長
）

で
は
地
域
住
民
に

回
覧
板
で
乗
り
合

い
車
が
運
行
し
て

い
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る

が
、
周
知
が
行
き
届
か
な
い

せ
い
か
、
利
用
者
は
少
な
い
。

10
月
か
ら
12
月
12
日
ま
で
の

利
用
者
は
94
人
で
１
日
平
均

は
２
、３
人
。
永
井
会
長
は
、

「
利
用
は
高
齢
者
に
限
っ
て

い
な
い
の
で
、
皆
さ
ん
に
知

っ
て
も
ら
い
利
用
者
を
増
や

し
た
い
。
車
の
愛
称
も
募
集

中
で
す
」
と
話
す
。
学
校
鞄

が
重
い
お
子
さ
ん
も
ど
う
ぞ

と
運
転
手
さ
ん
も
好
意
的
。

　
塘

つ
つ
み

敬よ
し

夫お

さ
ん
（
87
）
は
、

定
期
的
に
鎌
倉
宮
か
ら
緑
苑

台
ま
で
利
用
し
て
い
る
。「
荷

物
を
持
っ
て
坂
の
昇
り
降
り

は
大
変
な
の
で
、
バ
ス
の
時

間
に
合
わ
せ
て
外
出
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
と
て
も
便

利
で
あ
り
バ
が
た
い
」
と
ニ

コ
ニ
コ
顔
。

　
鎌
倉
市
の
健
康
福
祉
部
高

齢
者
い
き
い
き
課
で
は
、「
二

階
堂
で
の
運
行
が
継
続
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
な
ら
今
年
度

中
に
も
業
者
に
負
担
金
を
出

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

手
書
き
地
図
作
り
で
町
の
魅
力
発
見

江
の
島
の
光
の
祭
典

誰
で
も
乗
れ
る
乗
り
合
い
車

江
の
島
シ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
江
の
島
（
藤
沢
市
）
と
片

瀬
海
岸
一
帯
の
冬
の
夜
を
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
華
麗
に

彩
る
光
の
祭
典
「
湘
南
の
宝

石
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
島
の
頂
上
部
に
あ
る
「
サ

ム
エ
ル
・
コ
ッ
キ
ン
グ
苑
」

で
は
展
望
灯
台
「
シ
ー
キ
ャ

ン
ド
ル
」
を
中
心
に
毎
夜
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
。
江
の
島
岩
屋

や
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
で
も
装

飾
さ
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
輝
い
て
い
る
。
２
月
29

日
ま
で
。

　
藤
沢
市
や
江
ノ
島
電
鉄
な

ど
で
つ
く
る
湘
南
藤
沢
活
性

化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
主

催
。

　
コ
ッ
キ
ン
グ
苑
で
は
「
国

内
随
一
の
密
度
」
と
評
さ
れ

る
ク
リ
ス
タ
ル
ビ
ー
ズ
を
飾

る
「
光
の
ア
ー
チ
」
が
ま
ば

ゆ
く
輝
い
て
い
る
。

　「
湘
南
の
宝
石
」
は

２
０
１
１
年
12
月
に
始
ま

り
、
江
の
島
の
冬
の
風
物
詩

と
な
っ
て
い
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
問
い
合
わ
せ

は
江
ノ
島
電
鉄
（
平
日
９
〜

17
時
、
☎
０
４
６
６
・
25
・

３
５
２
５
）
か
藤
沢
市
観
光

セ
ン
タ
ー
（
８
時
半
〜
17
時

☎
０
４
６
６
・
22
・
４
１
４
１
）

へ
。

　
コ
ッ
キ
ン
グ
苑
、
シ

ー
キ
ャ
ン
ド
ル
の
夜

間
営
業
時
間
17
〜
20

時
、土
日
祝
17
〜
21
時
。

コ
ッ
キ
ン
グ
苑
の
夜
間

入
苑
料
大
人
５
０
０

円
、
小
人
２
５
０

円
。
シ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル

昇
降
料
大
人
５
０
０

円
、
小
人
２
５
０
円
。


